
第
六
章

図
像
に
み
る
用
水

′

評･…ず

無

輪…蟻



第1節芦ノ湖と水II 'l

二
ｓ
芦
ノ
湖
と
水
門
の

（
明
治
六
年
「
元
箱
根
村
絵
図
」
部
分
）

第
一
節
芦
ノ
湖
と
水
門

鐸
蕊
蕊

989
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第6章図像にみる用水
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第6章図像にみる用水
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第6章図像にみる川水

三
八
三

佐
野
堰
と
そ
の
水
系
図

（
延
享
元
年
「
佐
野
堰
水
路
絵
図
」
部
分
）

1002



第2節堰と用水

三
尖
佐
野
堰
⑪

（
年
未
詳
「
深
良
用
水
石
坦
・
土
手
杵
請
場
絵
図
」
部
分
）

一
一
墓
佐
野
堰
②

（
延
享
元
年
「
佐
好
収
水
路
絵
図
」
部
分
）

：

購
蟻
燕￥

肘
弔
Ｌ
ｑ
虻

受

蕊

淵

繍魚 鶴Fニュー

唖も

1003
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